
フェイクニュースや偽情報への対策状況 ヒアリングシート（2021年３月30日）

社名 Facebook Japan 株式会社  

１．前提（サービス概要） 

1 対象サービス名 Facebook 

サービス分類 コンテンツ共有サービス

2 加入者数、月間アク

ティブユーザ数又は

書き込み数

【日本の数値】 

月間アクティブアカウント数：2,600万人（2019年7月） 

【グローバルの数値】 

月間アクティブアカウント数：28億人（2020年6月） 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

２．「我が国における実態の把握」関係 

1 偽情報等の発生・拡

散状況を把握できる

体制 

分析・調査の有無 

2 日本における偽情報

等の発生・拡散状

況、結果公表 

【①社会的混乱関係（災害等）】 

3 【②健康・医療関係（コロナ関係等）】 

4 【③選挙・政治関係（米国大統領選等）】 

5 【④全般・その他】 

6 研究者への情報提

供、利用条件 

３．「多様なステークホルダーによる協力関係の構築」関係 

1 産学官民の協力関係

の構築 

例えば、Facebook社のインテグリティへの取り組みは、

世界をより身近にするという会社のミッションの中核を

なすものです。なぜなら、ソーシャルテクノロジーが、

世界中の人々が自由に、公平に、安全に自分自身を表現

できる場所であることを望んでいるからです。ここ数

年、私たちは、人々がプラットフォーム上で遭遇するネ

ガティブな体験の影響を最小限に抑えるために、人材と

技術への投資を増やしてきました。 

2 具体的な役割 Facebook社は、ソーシャルメディアやソーシャルテクノ

ロジーのプラットフォーム上における誤情報、分断・両

極化、情報の質及び紛争に関する課題についての理解を
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深めることを目的とした研究提案に対して、総額200万ド

ルの資金を提供します。

https://research.fb.com/blog/2020/08/announcing-

the-winners-of-facebooks-request-for-proposals-on-

misinformation-and-polarization/ 

3 議論を踏まえた取組 上記2で示した賞の目的は、これらの分野における科学者

コミュニティの発展を支援し、ソーシャルテクノロジー

企業が自社のプラットフォーム上で社会問題にどのよう

に対処すればよいか、業界全体で共通の理解を得ること

にあります。研究対象は、Facebook社のアプリやテクノ

ロジーに限りません。

４．「プラットフォーム事業者による適切な対応及び透明性・アカウンタビリティ

の確保」関係 

（１）偽情報等に関するポリシー

1 (i)禁止行為 【①社会的混乱関係（災害等）】 

コミュニティ規定では、例えば、「暴力と扇動」という

以下の定めを置いております。

Facebookでは、Facebookのコンテンツに関連して起こり

うるオフラインでの危害を防止するための取り組みを行

っています。人は不満や他人との意見の相違を示すた

め、実行するつもりのない暴力の脅しや呼びかけを、深

く考えずに行うことがあります。Facebookは、深刻な暴

力行為を煽ったり、促したりする発言を削除します。人

身に実際の危害を及ぼす、または公共の安全を直接脅か

すおそれがあると思われる場合には、Facebookはコンテ

ンツを削除し、アカウントを停止し、法執行機関に協力

します。気軽な発言と、公共または個人の安全を実際に

脅かすおそれがあると思われるコンテンツとを区別する

ために、Facebookでは言葉や文脈について考慮するよう

に努めています。また、起こりうる脅威かどうかを判断

する際に、Facebookは対象の個人の知名度や身の危険が

及ぶリスクなどの追加情報を考慮することもあります。

【②健康・医療関係（コロナ関係等）】 

コミュニティ規定に以下のような定めを置いておりま

す。

世界中の人々が、前例のない公衆衛生上の緊急事態に直
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面しています。このためFacebookでは、コミュニティ規

定で、新型コロナウイルス感染症に関連した有害なコン

テンツや新たな不正利用から利用者を守れるようにした

いと考えています。弊社は、現実世界での危害が生じる

リスクを助長するコンテンツを削除するように取り組ん

でいます。例えば、危害を加えるための計画、医療用マ

スクと関連商品の販売、ヘイトスピーチ、いじめや嫌が

らせ、差し迫った暴力または身体的危害のリスクにつな

がる偽情報を禁止するポリシーを設け、それに沿って対

応しています。 

状況の変化に対応しつつ、弊社は今後もプラットフォー

ム上のコンテンツの確認、発言の動向の見極めや関係者

との連携を続け、このような緊急事態において弊社コミ

ュニティの皆さまの安全を守るために、適時ポリシーに

関する指針を追加します。 

 

【③選挙・政治関係（米国大統領選等）】 

コミュニティ規定は、例えば、「危害を加えるための計

画および犯罪の宣伝」という以下のような定めを置いて

おります。 

 

オフラインでの危害と模倣行為を防止および阻止するた

め、Facebookでは、人、ビジネス、財産、動物を対象と

する特定の犯罪行為や有害行為について、これらを助

長、計画、宣伝すること、またはそのような行為を告白

することを禁止しています。 

 

（例） 

・投票者または国勢調査への干渉 

・投票や有権者登録、国勢調査への参加に関する日付、

場所、時間、方法に関する不実表示 

・投票できる人物、投票資格、投票の有効性、投票する

ために提供しなければならない情報や書類に関する不実

表示 

・国勢調査への参加資格や、国勢調査へ参加するために

提供しなければならない情報や書類に関する不実表示 

米国移民関税執行局(ICE)が投票所に待機していると主張

しているコンテンツ 

・投票プロセスに参加すると新型コロナウイルス感染症

(または別の伝染病)に感染するとする明確な主張 
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【④全般・その他】 

フェイクニュースに関して、コミュニティ規定に以下の

ような定めを置いております。 

 

Facebook上のフェイクニュース(偽ニュース)の拡散防止

は、Facebookが責任を持って真摯に対策を講じている事

項の1つです。Facebookはこれがセンシティブで難しい課

題であることを認識しています。Facebookでは、人々の

間の生産的な議論を妨げることなく、利用者が有益な情

報を得ることができる環境を作りたいと考えています。

フェイクニュースと風刺や意見との線引きも、また難し

い問題です。このような理由により、Facebookではフェ

イクニュースをなくすのではなく、ニュースフィードで

の表示回数を下げることでフェイクニュースの配信を大

幅に減らす措置を取っています。 

 

(ii)削除等の対応 【①社会的混乱関係（災害等）】 

コミュニティ規定に照らして違反する場合には削除等の

措置を講じます。 

【②健康・医療関係（コロナ関係等）】 

例えば、危害を加えるための計画、医療用マスクと関連

商品の販売、ヘイトスピーチ、いじめや嫌がらせ、差し

迫った暴力または身体的危害のリスクにつながる偽情報

を禁止するポリシーを設け、それに沿って対応していま

す。 

 

【③選挙・政治関係（米国大統領選等）】 

コミュニティ規定に照らして違反する場合には削除等の

措置を講じます。 

【④全般・その他】 

Facebookでは利用者が情報にアクセスできるコミュニテ

ィを構築しながら、フェイクニュースの拡散を抑えるべ

く、さまざまな取り組みを行っています。取り組みの事

例は以下のとおりです。 

 

・偽情報を広める利用者、ページ、ドメインに対する

経済的なインセンティブの提供を断つ 

・コミュニティからのフィードバックを含むさまざま

なシグナルを利用して、どの記事がフェイクであ

るかを予測する機械学習モデルに通知する 
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・独立した第三者ファクトチェッカーによりフェイク

と評価されたコンテンツの配信を減らす 

・記事の背景を示し、利用者のニュースリテラシーを

高めることで、何を読み、信じ、シェアするべき

かを利用者自身で決められるようサポートする 

・この困難な問題を解決するため、学術団体やその他

の団体と協力する 

 

（２）削除等の対応 

1  偽情報等に関する申

告や削除要請の件数 

【日本の数値】 

 

【グローバルの数値】 

 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

Facebook社は四半期ごとにコミュニティ規定施行レポー

ト(CSER)を発行しています。このレポートには、当社の

ポリシーに違反するコンテンツの防止と対策の詳細が記

載されています。 

https://transparency.facebook.com/community-

standards-enforcement 

2  (i)偽情報等に関する

申告や削除要請に対

する削除件数 

 

【日本の数値】 

 

【グローバルの数値】 

 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

Facebook社は四半期ごとにコミュニティ規定施行レポー

ト(CSER)を発行しています。このレポートには、当社の

ポリシーに違反するコンテンツの防止と対策の詳細が記

載されています。 

https://transparency.facebook.com/community-

standards-enforcement 

(ii)アカウントの停

止数 

【日本の数値】 

 

【グローバルの数値】 

 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

コミュニティ規定に違反するコンテンツに対して講じた

措置件数については、上記CSERで報告しています。 

3  偽情報等に関する主

体的な削除件数（AI

を用いた自動検知機

【日本の数値】 

 

【グローバルの数値】 
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能の活用等）  

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

措置を講じた違反コンテンツのうち、利用者の報告を受

ける前に弊社が検出したコンテンツの数は、上記CSERの

中において「事前対応率」として報告しています。 

4  ③についての削除の

方法・仕組み（AIを

用いた自動検知機能

の活用等） 

Facebook社では、コンテンツをシェアする利用者の安全

を確保するために以下のように管理しています。 

Facebookには、安全とセキュリティに取り組むスタッフ

が35,000人以上おり、24時間体制で60以上の言語のコン

テンツをチェックし、またコミュニティからの報告に対

応しています。 

人の目に触れる前にフェイクニュースが拡散するのを抑

え、Facebookのポリシーに違反している可能性のあるコ

ンテンツを特定するためのテクノロジーに投資していま

す。 

 

 

5  削除以外の取組 

(i)警告表示 

Facebookは、利用者の皆様がどのコンテンツを閲覧し、

信頼してシェアできるのかを判断するために、より多く

の情報を知らせる機能と製品に投資しています。2018

年、コンテキストボタンでニュースフィードの記事の背

景情報を提供することを開始しました。このボタンには

パブリッシャーについてのウィキペディア記事、Webサイ

トの年数、Facebookで記事がシェアされた回数やシェア

された場所などが表示されます。コミュニティ規定に違

反して削除された投稿や、第三者ファクトチェッカーに

よって「虚偽」、「虚実混交」または「虚偽の見出し」

と評価された投稿をページクオリティタブに示すこと

で、ページの所有者がコンテンツの質を改善することを

支援しました。 

 

(ii)表示順位の低下 偽情報やクリックベイトなど、問題のあるコンテンツで

あってもコミュニティ規定の削除基準を満たさないもの

があります。利用者の皆様からは、この種類のコンテン

ツは見たくないという声をいただくことが多く、私たち

はこれらのコンテンツの投稿を許可する一方で、拡散さ

れないようにしています。 

 

(iii)その他の取組内

容 

Facebookはフェイクニュースの拡散抑制に全力で取り組

んでいます。その方法として、偽アカウントを削除した

り、偽情報を発信する個人やページの経済的誘因を取り
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除いたりしています。また、コミュニティからのフィー

ドバックなどのシグナルを利用して、虚偽の可能性があ

る記事を特定しています。Facebookが独立した第三者フ

ァクトチェッカーと連携している国では、ファクトチェ

ッカーが虚偽と評価した記事はニュースフィードの下の

ほうに表示されます。繰り返し偽情報を作成またはシェ

アするページやドメインに対しては、そこからのコンテ

ンツ配信を大幅に削減したり、広告を出せなくしたりし

ます。 

 

6  不正な申告や削除要

請への対策の方法・

仕組み、対応件数 

【日本の数値】 

 

 【グローバルの数値】 

 

 【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

Facebook上のコンテンツを簡単に報告できるようにし、

コミュニティには報告ツールを使って違反していると思

われるコンテンツを報告することを奨励しています。

Instagramを利用している人は、各コンテンツに表示され

るオプションを含め、さまざまな方法で違反行為を報告

することができます。 

また、利用者からの重複報告を認識する技術を使用して

おり、1,000人があるコンテンツを報告しても、1,000人

が同じコンテンツをレビューすることがないようにして

います。また、AIは、コンテンツレビュアーがレビュー

するケースに優先順位をつけて、最も有害で時間的制約

のあるコンテンツを最初に処理するのにも役立っていま

す。 

（３）削除要請や苦情に関する受付態勢・プロセス 

1  一般ユーザからの申

告・削除要請への受

付窓口・受付態勢、

対応プロセス 

Facebook上のコンテンツを簡単に報告できるようにして

います。また、コミュニティ規定に違反していると思わ

れるコンテンツを報告するために、報告ツールを使用す

ることを奨励しています。Facebookの利用者は、各コン

テンツに表示されるオプションを含め、さまざまな方法

でコミュニティ規定違反を報告することができます。 

「報告」の方法については、以下を参照してください。 

 

https://www.facebook.com/help/1380418588640631/ 

 

利用者が問題のあるコンテンツを「報告」すると、
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Facebookはそのコンテンツを審査し、コミュニティ規定

に準拠していないコンテンツをすべて削除します。

Facebookが問題の原因となった人物と連絡を取った場

合、利用者名などの個人情報が開示されたり、通知され

たりすることはありません。 

 

利用者がFacebookのコミュニティ規定に違反しているこ

とを「報告」した場合、利用者はサポート受信箱で報告

の状況を確認することができます。報告した利用者だけ

がサポート受信箱を見ることができるようになります。 

 

2  対応決定時における

通知の内容、理由の

記載の程度 

Facebookでは、虐待や嫌がらせであると報告されたコン

テンツを評価する際には、常に、その報告をした人にサ

ポート受信箱でその人の言語で最新情報を提供すること

で、明確なコミュニケーションをとっています。報告者

には、当社が報告を評価したことだけでなく、当社がい

つ、どのような措置をとったかがわかります。 

3  一般ユーザからの申

告や削除要請に対応

する部署・チームの

規模・人数 

【日本の数値】 

 

【グローバルの数値】 

コミュニティオペレーションチームには、日本語を含む

50以上の言語でFacebookやInstagramのコンテンツをレビ

ューするコンテンツレビュアーがおり、世界中のサイト

でグローバルコミュニティにサービスを提供していま

す。 

過去数年の間に、Facebook社は安全、セキュリティ、コ

ンテンツレビューに特化したチームを35,000人以上に拡

充し、そのうち約15,000人をコンテンツレビュアーに充

てています。 

 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

 

その他の対応に関す

る部署やチームの内

容・規模・人数 

【日本の数値】 

 

【グローバルの数値】 

 

【（質問に答えられない場合）参考となる数値】 

 

4  ④の部署・チームに

関する日本国内の拠

点の有無、日本にお

当社の審査は、ドイツ、アイルランド、ラトビア、スペ

イン、リスボン、米国、フィリピンなどの国の世界20以

上のサイトに拠点を置いています。 
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ける責任者の有無 いくつかのレビューサイトの所在地は公表しています

が、安全性とセキュリティ上の理由から、多くのサイト

やそこで働く人々についての具体的な詳細は公開してい

ません。 

私たちの人の目による審査の担当者は、様々なバックグ

ラウンドを持った人たちです。最も重要なのは、言語と

文化的背景です。当社のチームは、日本語を含む当社の

コミュニティで最も広く使われている言語をカバーし、

50以上の言語で当社のポリシーに照らし合わせてコンテ

ンツを審査しています。 

5  削除等への苦情や問

い合わせに対する苦

情受付態勢及び苦情

処理プロセス 

Facebookでは、いじめや嫌がらせ、ヘイトスピーチなど

のコミュニティ規定違反で削除された決定に異議申し立

てする機会を提供しています。コンテンツが誤って削除

されたと判断された場合、削除されたコンテンツは復元

されます。 

詳しくは以下のサイトをご参照ください。 

 

https://about.fb.com/ja/news/2018/04/comprehensive-

community-standards/ 

 

https://transparency.facebook.com/community-

standards-enforcement/guide 

 

（４）透明性・アカウンタビリティの確保 

1  コンテンツモデレー

ションのアルゴリズ

ムに関する透明性・

アカウンタビリティ

確保方策 

 

AI原則・ガイドライ

ン等の参照 

 

2  透明性レポート 

日本語で閲覧可能か 

コミュニティ規定施行レポートを日本語に翻訳し公表し

ました。 

 

https://about.fb.com/ja/news/2021/02/community-

standards-enforcement-report-q4-2020/ 

3  取組の効果分析  

＜５．「利用者情報を活用した情報配信への対応」関係＞ 

1  広告表示先の制限  

2  広告出稿制限 広告ポリシーにおいて以下のように定めています。 

Facebookでは、サードパーティファクトチェッカーによ
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って虚偽であると証明された主張、また場合によっては

特定の専門性を持つ組織によって虚偽であると証明され

た主張を含む広告を禁止しています。虚偽と判断された

情報を繰り返し投稿する広告主は、Facebookでの広告掲

載に制限がかけられる可能性があります。 

https://www.facebook.com/policies/ads/prohibited_co

ntent/misinformation 

 

3  ターゲティング技術

の適用に関する規定 

広告ポリシーにおいて以下の定めを置いています。 

 

7. ターゲット設定 

1. 利用者を差別、侮辱、挑発、攻撃する目的で、または

略奪的な広告活動を行う目的でターゲット設定オプショ

ンを使用してはいけません。 

2. カスタムオーディエンスを広告のターゲットにする場

合は、オーディエンス作成時に利用規約に準拠する必要

があります。 

 

https://www.facebook.com/policies/ads 

4  広告のアルゴリズム

に関する透明性・ア

カウンタビリティ確

保方策 

 

AI原則・ガイドライ

ン等の参照 

 

5  出稿者の情報や資金

源の公開 

広告ライブラリでは、Facebook製品に掲載されている広

告を検索することができ、表示された広告に関する情報

を確認できます。 

 

社会問題、選挙または政治に関連する広告の場合、アク

ティブではない広告(すでにFacebook製品に掲載されてい

ない広告)も検索できます。選挙への介入を防ぐためには

透明性が重要であるため、広告ライブラリには広告費用

の出資者、広告費の金額範囲、広告がリーチした利用者

層など広告についての追加情報も表示されます。これら

の広告は、ライブラリに7年間収録されます。 

https://www.facebook.com/help/259468828226154 

 

6  広告とコンテンツの

分離 

 

7  その他の透明性・ア  
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カウンタビリティ確

保方策 

ユーザへのツール提

供 

６．「ファクトチェックの推進」関係 

1  ファクトチェック結

果の表示 

具体的な仕組み・基

準 

プログラムの重要なステップは下記のとおりです。 

 

フェイクニュースを特定:Facebookの利用者からのフィー

ドバックなどに基づいて偽情報の可能性のあるコンテン

ツを特定し、ファクトチェッカーに表示します。また、

ファクトチェッカー自身がコンテンツを特定したうえで

審査する場合もあります。 

コンテンツを審査:ファクトチェッカーがコンテンツを審

査し、事実を検証したうえでその正確性を評価します。

これはFacebook社からは独立して行われ、発信元や公開

データを参照したり、動画と画像を認証したりなどの作

業が含まれます。 

偽情報を明確にラベル付けして利用者へ周知: ファクト

チェックパートナーに審査されたコンテンツにラベル付

けを行い、利用者が追加の背景情報を閲覧できるように

します。また、ラベル付けされたコンテンツをシェアし

ようとする利用者や過去にシェアした利用者に通知しま

す。 

偽情報を目にする利用者の数を抑制: ファクトチェッカ

ーが「虚偽」、「改変」、「一部虚偽」と評価したコン

テンツは、ニュースフィードでの表示順位が下がり、

Instagramでの発見タブの表示対象から除外され、フィー

ドやストーリーズで目立たないようになります。これに

より、フェイクニュースを見る利用者の数を大幅に抑制

できます。また、ファクトチェッカーによって評価され

たコンテンツの広告は却下されます。 

フェイクニュースを繰り返し配信する違反者への措置: 

「虚偽」または「改変」と評価された偽情報を繰り返し

配信するページやウェブサイトに対して、配信数の抑制

などの制限措置を実施します。また、それらのページや

ウェブサイトは収益化や広告に関する機能へのアクセス

やニュースページとしての登録が一定期間取り消されま

す。 

 

https://www.facebook.com/business/help/259358671757

1940 
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ファクトチェッカーによる評価の種類には、虚偽、改

変、一部虚偽、背景の説明不足、風刺、事実があり、最

終的にはファクトチェッカーが独自にコンテンツの審査

と評価を行います。Facebook社が評価を変更することは

ありません。 

 

 

2  ファクトチェックを

容易にするツールの

開発及び提供 

 

3  ファクトチェックを

実施する人材の育成 

 

4  ファクトチェック機

関との連携 

Facebook社では、FacebookとInstagramにおける偽情報の

拡散防止に真摯に取り組んでいます。多くの国と地域

で、この種のコンテンツの識別、審査および措置の遂行

のために、中立的な国際ファクトチェックネットワーク

(IFCN)に認定された独立した第三者ファクトチェッカー

団体と提携しています。 

 

７．「ICTリテラシー向上の推進」関係 

1  普及啓発の取組・投

資 

Facebook社は、アジア太平洋地域の専門家と協力して、

いじめ防止やオンラインでの嫌がらせなどのリソースを

提供するプログラム「みんなのデジタル教室」を立ち上

げました。 

日本の中学生・高校生を対象に、フェイクニュースが発

信される動機や、情報を受け取る側の視点を考え、フェ

イクニュースを見分けるための様々なポイントについ

て、アクティビティを通じて学ぶ授業を展開していま

す。 

https://wethinkdigital.fb.com/jp/ja-jp/ 

 

また「みんなのデジタル教室」の授業のエッセンスを

Instagram上で体験・学習できるコンテンツ『タグでたど

る物語』を展開しています。専用のInstagramアカウント

(@minnano_digital_kyoshitsu_1)を訪れ、物語を読み進

めながら、プライバシー保護やフェイクニュースへの対

応などについて理解を深めていただくことを目的として

います。 

https://about.fb.com/ja/news/2020/12/we_think_digit

al/ 
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2 他のステークホルダ

ーとの連携・協力・

投資 

上記プログラムでは、日本では特定非営利活動法人企業

教育研究会の協力のもと、デジタルリテラシーに関する

授業を提供しています。 

８．「研究開発の推進」関係 

1 AI技術に関する研究

開発 

2 「ディープフェイ

ク」対策の研究開発

Facebook社は、操作されたコンテンツの特定にも取り組

んでいますが、その中でもディープフェイクは検出が最

も難しいものです。そのため、2019年9月に「Deep Fake 

Detection Challenge」を立ち上げ、世界中の人々がディ

ープフェイクを検出するためのより多くの研究やオープ

ンソースのツールを生み出すことに拍車をかけていま

す。1000万ドルの助成金で支援されたこのプロジェクト

には、Partnership on AI、コーネル工科大学、カリフォ

ルニア大学バークレー校、MIT、WITNESS、マイクロソフ

ト、BBC、AWSなど、市民社会やテクノロジー、メディ

ア、学術のコミュニティに所属する数名の組織の横断的

な連合が参加しています。

９．「情報発信者側における信頼性確保方策の検討」関係 

1 信頼性の高い情報の

表示 

2 ニュースの選別・編

集に関する透明性・

アカウンタビリティ

確保方策

3 メディアとの連携体

制構築

具体的検討・取組

4 情報源のトレーサビ

リティ確保、なりす

まし防止・認証

Facebook社では認証バッジを発行しており、これは、公

人・著名人、有名人、グローバルブランドの真正性が確

認されたアカウントであることをFacebookが認めたこと

を示します。検索とプロフィールでFacebookページまた

はアカウント名の横に表示されます。 

発行に当たっては、Facebookアカウントを審査する際に

複数の情報を考慮して、社会的関心が高く認証の条件を

満たしているかどうかを判断します。 

詳しくは下記URLをご参照ください。 

https://www.facebook.com/help/1288173394636262/?ref
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=share 

１０．その他 

1 意見・補足 
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